
に
気
づ
か
ず
に
い
つ
ま
で
も
同
じ
よ
う
な
抜
し
方
を
し
て
い
た
ら
、
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
何
よ
り
目
の
前
の
子
ど
も
の
姿
を
よ
く
み
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔文

献

｝

ω
根
ケ
山
光

一
「
子
育
て
と
子
別
れ
」
根
ヶ
山
光

一
・
鈴
木
品
夫
編
『
子
別
れ
の
心
理
学
』
稲
村
山
版、

ω
鯨
岡
峻

「
保
育
を
支
え
る
発
遠
心
理
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
7
4
m
u
房、

二
O
O
一

ω
問
U
野
幸
思

「
母
親
が
子
ど
も
を
イ
ヤ
に
な
る
こ
と
一
育
児
に
お
け
る
不
快
感
情
と
そ
れ
に
対
す
る
説
明
づ
け
」
『
発
達

心
理
学
研
究
』
二
0
0
．

ω
行
川
川
幸
忠

・
間
本
依
子

「ιjど
も
に
対
す
る
叫
仲
裁
の
否
定
的
感
怖
と
母
親
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
」
「
・
家
泌
教
育
研
究
所
紀

要
』
一
．
0
0
0

ω
氏
家
述
夫

「
自
己
主
張
の
発
達
と
母
親
の
態
度
」

ニ
宮
克
美

・
繁
多
進
編
「
た
く
ま
し
い
社
会
性
を
育
て
る
』
有
斐

閥、

一
九
九
五

ω
商
博
文
「
子
ど
も
た
ち
の
生
活
位
界
の
変
容
｜
生
活
と
学
校
の
あ
い
だ
」

無
藤
隆
ら
（
編
）
「
鱗
座
生
涯
発
達
心
理
テ

三

子
供
時
代
を
生
き
る
」
金
チ
作
一ω、
一
1
二
六、

一
九
九
五

的
ペ
ネ
ツ
セ
教
育
研
究
所

『子
育
て
基
本
湖
売
却
制
作
件
U
』
一

九
九
九

ω
村
瀬
孝
雄

「自
己
の
心
理
学
二

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
考
』
誠
信
書
房
、

一
九
九
五

ω
常的
ム
口
正
行
・
佐
藤
有
緋

「
親
子
関
係
の
変
化
か
ら
み
た
心
理
的
雌
乳
へ
の
過
程
の
分
析
」

『教
育
心
理
学
研
究
」

四
十

四
巻
、
一
九
九
六

山川

N
H
K放
送
文
化
研
究
所
編

一
九
九
五
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「N
H
K
中
学
生

・
向
校
生
の
生
活
と
な
総
淵
査』

N
H
K
出
版
、

二
O
O三

子
育
て
が
不
安
に
な
る
時
代
背
景

子
ど
も
の
い
る
家
族
が
少
数
派
に

い占志、

日
本
の
家
族
は
、
雑
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
条
件

の
も
と
に
あ
る
。
と
く
に
子
ど
も
と
そ
の
親
が
置
か
れ
た
状
況
は

特
異
で
あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
図
1

（
次
頁
）
。
世
情
数

が
昭
和
二
八
年
の

一
七

一
八
万
世
情
か
ら
平
成

一
四
年
の
四
六
O

O
万
五
O
O
O世
帯
へ
と
噌
加
し
た
の
に
反
し
、
平
均
世
荷
人
口

は
五
人
か
ら
二

・
七
凹
人
へ
と
減
少
。
平
均
叶
一
帯
人

μが
三
人
以

下
と
い
う
こ
と
は
、

子
ど
も
の
い
る
家
族
が
少
数
派
に
な
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
こ
で
図
2

（
三
七
頁
）

を
み
て
ほ
し
い
。
昭
和
五
O
年
に
は

静
岡
大
学
教
授

馬

居

政

幸

一
人、

二
人、

三
人
以
上
合
わ
せ
て
五
三
%
、
半
数
以
上
の
世
帯

に
子
ど
も
が
い
た
。
だ
が
平
成

一
四
年
に
は
二
七
・
八
%
と
ま
さ

に
半
減
。
少
数
派
ど
こ
ろ
か
四
分
の

一
に
な
っ
た
。
他
方
、
子
ど

も
数
も

一
人
が
二

0
・
0

%
か
ら

一一

・
八
%
、

二
人
が
二
凹
・

六
%
か
ら

一一

・
九
%
、

三
人
以
上
が
八

・
四
%
か
ら
凶

・
一
%

と
同
じ
割
合
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
平
成
元
年
の

一

五
七
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
昨
年
の

一
－
一二一一

へ
と
下
が
り
続
け
る
合
計

特
殊
出
生
率

（一

人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
数
の
平
均

値
）
と
と
も
に
危
供
さ
れ
る
「
少
子
化
」
の
実
態
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
家
族
の
中
の
子
ど
も
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
い
る
家
族
自

体
が
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
と
そ
の
親
、

35 



平

均

世

帯

人

員

人

5

4

3

〆，，s.oo千世帯！；

50 000 
47.0 

46,005 世帯数平均世帯人員

45000 
53.3 

40 000 

世 35000 

61.3 

・2.74 
2 

17,180 都 30000 

数 25000 

20000 

15 000 

10 000 

69.8 

70.7 

71.2 

71.3 

子育てが不安になる時代背景

昭和50年

60年

平成2年

10年

11年

12年

13年

72.2 14年

0 
12 14 7 

図 1 世帯数と平鈎世裕人員の年次推移

厚生労働省ドf！.成14il：：図民生活悲磁調査の概況」より

60 2 
平成年

55 50 45 40 35 

5 000 

0 
28 30 

昭和年

100% 80% 

I c 1人図2人目3人以上口児震のいない世帯！

図2 児童有 （児童数）無別にみた世帯数の偶成割合の年次推移

l以g三労働省 f平成14年辰i民生活基礎i湖査の概況Jより

60% 40% 20% 0% 

と
り
わ
け
母
親
と
な
る
女
性
が
孤
立
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
し
て
孤
立
は
不
安
の
条
件
と
な
る
。

子
ど
も
を
持
つ
家
族
が
多
数
派
で
あ
れ
ば、

子
ど
も
は
自
ず
と

多
機
な
人
間
関
係
の
な
か
で
育
ま
れ
、
母
親
も
育
児
の
モ
デ
ル
を

身
近
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
少
数
派
に
な
れ
ば
、
い
ず

れ
の
機
会
も
少
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
考
服
せ
ず
に
母

役
割
を
強
制
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
母
子
双
方
の
孤
立
化
を
助
長

し
、
不
安
感
を
高
め
る
。
ど
こ
の
家
に
も
子
ど
も
が
い
た
時
代
と

そ
う
で
な
い
時
代
で
は
、
父
親
や
他
の
家
族
と
の
関
係

（役
割
）

が
変
化
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

親
専
業
に
な
る
女
性
が
少
数
派
に
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さ
ら
に
厳
し
い
条
件
が
重
な
る
。
図
3
（三
八
頁
）
を
見
て
ほ

し
い
。
ニ

O
代
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
大
き
く
低
下
す
る
が
、

一二

O
代
前
半
は
ほ
ぼ
平
行
、
後
半
は
む
し
ろ
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た

図
4

（問
O
頁
）
か
ら
、

二
O
代
前
半
の
女
性
で
は
九
割
近
く
、

後
半
で
も
五
割
以
上
が
未
婚
、

ご一
O
代
に
入
っ
て
も
前
半
で
は
附

人
に

一
人
が
未
婚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
．

0
代
の
－
K

性
の
場
合
、
母
親
と
な
る
こ
と
は
川
附
代
的
伝
か
で
少
数
派
に
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
中l
然
、
ヂ
安
感
は
山
川
ま
る
て
あ
ろ
う

：・

O
代
は
ど
う
か
り
別
の
川
組
が
山
て
く
る

同

5

川『ー

頁
）
か
ら
、
結
舶
を
し
て
子
ど
も
を
持
っ
た
三
O
代
前
半
の
四
割

近
く
が
仕
引
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
先
の
凶
4
は

ご
一O
代
前
半
の
間
人
に

一
人
は
未
婚
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
一不
す
。

あ
わ
せ
れ
ば
子
ど
も
の
布
般
に
か
か
わ
ら
ず
同
世
代
の
多
数
派
は

社
中
、
す
な
わ
ち
子
育
て
以
外
の
倣
界
を
持
っ
て
い
る
。
三
O
代

後
半
か
ら
は
、
子
ど
も
が
い
て
も
仕
事
を
し
て
い
る
母
親
が
多
数

派
で
あ
る
。

J

一一O
代
の
女
性
に
と
っ
て
親
に
な
る
こ
と
は
多
数
派

で
も
、
組
専
業
に
な
る
こ
と
は
少
数
派
。
三

O
代
で
母
親
に
な
る

ス
ト
レ
ス
は
二
O
代
よ
り
も
向
い
は
ず
。
お
ま
け
に
、

家
事
育
児

専
業
の
道
を
選
ん
だ
火
性
に
背
楽
を
共
有
で
き
る
仲
間
は
少
な
い
。

他
方
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
女
性
は
、
そ
れ
ゆ
え

の
問
題
が
重
な
る
。
す
な
わ
ち
、
育
児
の
た
め
に
仕
事
に
つ
か
な

い
女
性
が
少
数
派
に
な
る
条
件
の
も
と
で
は
、
育
児
に
専
心
す
る

M
判
明
像
を
前
提
に
し
た
子
育
て
の
強
調
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
一
．

足
に
問
題
を
増
幅
す
る
。

そ
の

一
つ
は
、
両
親
と
も
に
就
労
す
る
家
族
を
前
提
に
し
な
い

限
り
、
今
を
生
き
る
殺
と
子
ど
も
の
多
数
派
の
実
態
か
ら
離
れ
た

も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
少
数
派
と
な

っ
た
殺
専
業
の
女
性
に
は
、
そ
れ
が
旧
来
の
常
識
か
ら
判
断
し
て

正
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
育
児
不
安
に
陥
る
可
能
性
を

尚
め
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
た
と
え
少
数
派
で
も
父
親
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

問
題
を
解
消
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
じ
つ
は
図
4
が

示
す
よ
う
に
男
性
は
各
年
代
と
も
女
性
以
上
に
未
婚
率
が
高
い
。

仕
事
中
心
か
ら
育
児
へ
の
転
換
は
よ
り
困
難
と
な
ろ
う
。
ま
し
て
、

仕
事
の
癒
し
を
妥
に
求
め
る
夫
で
あ
れ
ば
、
虐
待
へ
の
道
す
ら
開

績
を
典
型
と
す
る
学
校
が
要
求
す
る
自
己
実
現
の
価
値
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
（
自
分
が
努
力
し
た
結
果
は
自
分
に
返
っ
て
く
る
）
の
な

か
に
、
他
者
（
子
ど
も
や
夫
）
の
成
長
（
昇
進
）
に
自
己
実
現
の

成
果
を
委
ね
る
生
き
方
は
入
っ
て
こ
な
い
。
母
親
像
は
職
業
人
と

し
て
の
自
分
と
並
ぶ
選
択
肢
の
一
つ
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
自

分
の
母
や
親
と
な
っ
た
先
輩
の
姿
か
ら
、
母
と
し
て
生
き
る
の
み

で
は
自
己
の
人
生
が
終
わ
ら
な
い
現
実
を
知
ら
さ
れ
る
。

男
性
は
ど
う
か
。
あ
え
て
言
及
す
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

仕
事
中
心
の
父
親
か
ら
子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
は
不
可

能
。
息
子
に
向
け
ら
れ
る
母
の
愛
は
、
勉
強
以
外
の
す
べ
て
を
奪

う
。
親
に
な
る
前
に
一
人
の
人
間
と
し
て
自
立
す
る
条
件
か
ら
聞

い
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
迂
固
な
き
父
親
業
の
強
調
は
、
か
え

っ
て
問
題
を
拡
大
す
る
可
能
性
さ
え
危
倶
さ
れ
る
。

子育てが不安になる時代背景

子
育
て
の
目
的
と
子
ど
も
の
位
置
づ
け
の
転
換
を

し
た
が
っ
て
、
現
代
の
親
子
が
置
か
れ
た
条
件
の
下
で
は
、
従

来
の
性
別
役
割
分
業
を
前
提
に
す
る
限
り
、
問
題
の
解
消
ど
こ
ろ

か
、
そ
れ
自
体
が
不
安
の
原
因
と
な
る
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
男
女
が
共
に
働
き
、
共
に
育
て
る
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
編

が
根
本
だ
が
、
い
ま
を
生
き
る
子
ど
も
と
親
に
は
間
に
合
わ
な
い
。

そ
こ
で
、
い
ま
す
ぐ
行
え
る
処
方
を
二
点
提
示
し
た
い
。

く
こ
と
に
な
る
。
問
題
の
根
は
よ
り
深
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

親
に
な
る
学
習
の
機
会
が
失
わ
れ
る

改
め
て
図
4
の
数
値
の
変
化
を
追
っ
て
ほ
し
い
。
二

O
代
前
半

で
は
昭
和
五
O
年
か
ら
五
五
年
の
聞
に
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
五
年

ご
と
に
次
の
年
代
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
昭
和

五
五
年
の
二

O
歳
は
三
五
年
止
占
ま
れ
。
今
、
四
O
代
に
届
こ
う
と

す
る
人
た
ち
で
あ
り
、
現
在
子
育
て
期
に
あ
る
男
女
、
す
な
わ
ち

本
稿
が
対
象
と
す
る
親
の
世
代
で
あ
る
。

じ
つ
は
こ
の
男
女
か
ら
二
人
の
子
ど
も
を
専
業
主
婦
が
育
て
る

と
い
う
家
族
が
日
本
社
会
に
定
着
し
、
二

O
歳
を
過
ぎ
て
も
学
校

で
自
己
形
成
を
す
る
こ
と
が
多
数
派
に
な
る
。
こ
の
人
た
ち
を
工

業
化
（
労
働
集
約
型
）
か
ら
情
報
化
（
知
識
集
約
型
）
に
移
行
し

た
八
0
年
代
日
本
社
会
が
受
け
入
れ
た
。
経
済
の
拡
大
と
サ
ー
ビ

ス
化
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
多
く
の

女
性
に
仕
事
の
面
白
さ
と
自
由
な
時
間
と
友
人
と
金
銭
を
得
る
蒋

ぴ
を
味
わ
う
職
場
を
用
意
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
自
分
が
育
つ
過

程
で
親
と
な
る
学
習
を
す
る
機
会
を
失
っ
た
ま
ま
成
人
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
る
最
初
の
世
代
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
ず
女
性
だ
が
、
一
一
人
っ
子
と
し
て
学
校
中
心
に
育
つ
過
程
で

は
、
子
育
て
の
事
ぴ
と
理
不
尽
き
の
感
覚
を
学
潤
で
き
な
い
。
成
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そ
の
一
つ
は
、
親
の
子
育
て
の
目
的
の
転
換
で
あ
る
。
キ
ー
ワ

ー
ド
は
自
立
、
親
の
諜
題
は
「
よ
く
育
て
る
」
か
ら
「
よ
く
離

す
」
こ
と
へ
の
転
換
。
理
由
は
現
代
社
会
で
は
親
と
子
が
異
な
る

条
件
の
も
と
で
生
き
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
重
要

な
の
は
自
立
と
は
孤
立
で
は
な
い
こ
と
。
他
者
と
の
関
係
が
あ
っ

て
初
め
て
自
ら
立
つ
位
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
父
親
の
育
児

参
加
を
説
く
だ
け
で
は
、
子
育
て
の
現
状
を
改
善
で
き
な
い
。
ま

し
て
三
歳
児
神
話
で
は
自
立
を
説
明
で
き
な
い
。
子
ど
も
の
自
立

の
場
が
家
の
外
に
あ
る
以
上
、
自
立
へ
の
責
任
は
親
の
み
で
は
担

い
き
れ
な
い
。

二
つ
自
の
処
方
と
し
て
、
社
会
全
体
の
子
ど
も
の
位
置
づ
け
の

転
換
が
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
社
会
で
は
子
ど
も
は
「
家
の
子
」

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
国
家
の
子
に
拡
大
さ
れ
悲
劇
の
淵
源
と
な
っ

た
こ
と
を
反
省
し
、
「
私
の
子
」
に
転
換
す
る
こ
と
か
ら
戦
後
の

民
主
化
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
を
具
体
化
し
た
の
が
、
専
業
主
婦
に

よ
る
二
人
の
子
育
て
。
だ
が
、
い
ま
そ
の
家
族
が
内
側
か
ら
解
体

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
男
女
が
新
た
な
家
族
を

作
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
問
題
の
根
が
、

子
ど
も
を
産
ん
だ
一
人
の
女
性
に
子
育
て
の
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
子
ど
も
に
と
っ
て
は
一
人
の
人
間
と
し
て

自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
を
獲
得
す
る
う
え
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で
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
子
ど
も
を
改

め
て
社
会
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
方
向

が
「
社
会
の
子
」
で
あ
る
。

子育てが不安になる時代背景

n
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そ
の
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
税

（
公
助
）
を
中
心
に

す
る
か
。
個
人
負
担

（
自
助
）
の
割
合
を

ど
う
す
る
か
。
い
た

ら
な
い
部
分
を
互
い

に
支
え
あ
う
（
共

助
）
か
。
い
ま
、
政

府
や
自
治
体
が
推
進

す
る
保
育
闘
の
増
設

は
公
助
の
典
型
だ
が
、

そ
こ
に
子
ど
も
を
通

わ
せ
る
親
の
負
担
は

自
助
と
な
る
。
他
方
、

共
助
の
典
型
は
各
地

で
展
開
さ
れ
る
子
育

て
支
援
活
動
。
よ
り
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専
門
化
さ
れ
た
N
P
O
（
非
営
利
組
織
）
も
共
助
の
理
念
の
組
織

化
で
あ
る
。

改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。
い
ま
、
多
く
の
親
は
経
験
不
足

に
加
え
て
、
人
間
関
係
を
培
う
力
が
弱
く
、
身
近
に
相
談
相
手
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
孤
立
し
た
子
育
て
の
状
況
に
あ
る
。
そ

れ
ら
は
育
児
不
安
ど
こ
ろ
か
児
童
虐
待
の
条
件
と
も
な
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
が
求
め
る
の
は
、
親
の
力
不
足
や
責
任
を
問
う
こ
と

で
は
な
く
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
子
育
て
仲
間
の
人
間
関
係
を

豊
か
に
し
、
親
と
し
て
必
要
な
力
を
育
む
機
会
を
身
近
な
生
活
の

場
に
用
意
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ

う
な
人
間
関
係
を
よ
り
広
く
地
域
全
体
の
教
育
力
と
す
る
た
め
に
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
積
極
的
な
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

生
活
の
場
を
共
有
す
る
人
た
ち
の
交
わ
り
を
基
盤
に
、
子
育
て
を

支
え
る
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
広
げ

る
た
め
の
行
政
施
策
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
る
理
由
で
あ
る
。
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2月号臨時制 CONTENTS  

いま、求め5れる親の条件
2 いま、親の条件を考える 平木典子

11 大人になれない親の心理ll 金盛浦子

19 子育てを左右する夫婦関係 亀口憲治

28 発達によ って変わる親のかかわり方 菅野幸恵

35 子育てが不安になる時代背景 馬居政幸

ll'M;--ii¥1自rn昔話走車iJiiCI・司置

42 親子問のコミュニケーションを見直す 向井隆代 ・蓑輪早織

47 親が心配したほうがいいこと・しなくてもいいこと 安島智子

52 待てる親 ・l臨ける親になる 荻野ゅう子

57 子ども との距離のとり方一一過保設でも放任でもなく

62 異性の子ども・向性の子ども一一親子関係のあり方

67 子どもをダメにする と見なされる親の背景

－＝－~言首E・E茸居古』同店亜局冒

74 上手に子どもを自立させる親一一削誌を育てる応答テクニック

80 子どもを無気力にしない親

86 思いやりのある子を育てる親

嵐長蚕議竜店舗恒国，＇•l~）；劫冒

92 一人親や単身赴任の家庭

96 不登校の子をもっ家庭

100 ADH Dの子をもっ家庭

107 親の悩み相談・カウンセリングルーム

岬 子どもをうまく叱れない I 
1118予どもがいじめられているよう定 北島歩美

前回研史

石川瞭子

柴田長生

矢 幡 洋

小玉彰二

森田明子

久芳美恵子

；賓崎武子

納富恵子

児童心理

m・部屋｜こ閉じこもってゲームばかりしている I 金津弘明
117.手どもが性的な情報を集めている I 
120•夫婦で手育ての蓄え方がまった＜違う i 小嗣子
123.夫が予育て｜こ参加しない I 

匪羽訓陪古·~~·臨調iiii:~訓置

126 学校のことを知ってもらう

129 親との面接のあり方

132 授業参観や保護者会での工夫

135 子どもの言動に関心をもってもらう

138 虐待を繰り返す親の現状とその介入方法

143 虐待を続ける親へのカウンセ リング

llf.1甜馬主詞・

150 江戸時代の親と子育て

_., ... ~J.{i~民主』~....... ~·－ 
26.高齢出産と予育て

1悦．力リスマ主婦

ne親役割とジエンダ－ I 
I 伊藤一美

148.親権の剥奪 I 

震調子どもが生きるカウンセリ ング技法第25回

認知療法一一一環境とのかかわりで総長nを修正し、
子どもの対処可能性を広げる

2凶4

浅井春夫

金井雅子

中江和恵

松田英子

表紙イラスト デザイン 岡田真理子



、p
p・－

生徒指導・教育相談特別活動

泊
剛
、V
嗣

昭和22年4 月28日第3~量削1
平成16年2月5日発行紀州

本体2,000円＋税

キーワードで学，3;
特別活動生徒指導・教育相誤

ii杭弘n-r.

主なキーワード
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